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１　題　　材　　じょうずに使おう　物やお金

２　目　　標

　　目的に合った物の選び方や買い方を考え，適切に購入することができるようにする。

３　題材の評価規準

　○　自分の生活との関わりから，物や金銭の使い方に関心をもち，適切に買物しようとしている。

                                                            【家庭生活への関心･意欲･態度】

　○　購入しようとする物の品質や価格などの情報を活用し，目的に合った物の選び方や買い方につ

いて考えたり，自分なりに工夫したりしている。� 【生活を創意工夫する能力】

　○　購入しようとする物の品質や価格などの情報を集め，整理することができる。 【生活の技能】

　○　限りある物や金銭の有効な使い方や，目的や品質を考えた物の選び方や適切な買い方について

理解している。� 【家庭生活についての知識 ･理解】

４　題材について

　⑴　題材の価値

　本題材は，「Ｄ 身近な消費生活と環境 ⑴物や金銭の使い方と買い物」の内容であり，物や金

銭の使い方と買い物の仕方の学習を通して，家族の生活を支えている物や金銭の大切さへの関心

を高め，物の選び方や買い方に関する基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けるとともに，計

画的な使い方を考え，購入できる能力や実践的な態度を育てることをねらいとしている。

　現代は，物が豊かになり，購買意欲をかきたてる情報化社会の中で，生活に必要な物を的確に

選択したり，判断したりすることが難しくなっている。一方では，，資源には限りがあり，環境

を保全しながら暮らすことが求められている。そこで，本題材は，児童がこれまであまり意識す

ることのなかった物や金銭の大切さへの関心を高めるきっかけとして位置付く題材である。

　この学習を通して，自分や家族の生活をよりよくするために，計画を立てて適切に金銭を使う

ことができるようにさせたい。また，物の使い方を見直し，環境への配慮や自分の持ち物の管理

の仕方についても工夫していくようにさせたい。身近な消費生活や環境をよりよくしていくこと

ができるようになるために必要な知識や技能を習得し，賢い消費者としての素地を養うことをね

らいとしている。

　⑵　子どもの実態と指導

　子どもたちはこれまでに，毎日の生活を送るために様々な物を購入してきている。小遣いを

使って買い物をする経験をしている児童も多い。実態調査によると，小遣いとして決められた額

を自由に使っている児童は多いが，その金額は500円前後のため，学用品や食料品を自分で購入

している児童が少ない。ほとんどの児童は，必要な物を親と一緒に買いに行っている。本やゲー

ムなど，決まった選択肢の中から物を購入することが多く，多くの選択肢の中から目的を考えて

自由に選ぶという経験は少ない。また，自分で品物を選ぶ際にも，その判断の基になる品物の見

方は，値段など限られた観点で購入している。

　そこで，購入の目的をはっきりさせ，品物に関する情報を集め整理することによって，品物に

関する情報収集の仕方や購入判断の観点などを広げていきたい。そして，金銭の計画的な使い方

を考え，購入できる能力や実践的な態度を育てていきたい。

授業Ⅱ

５年３組　32名　指導者　　永　田　佳　子

家庭科学習指導案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　「見える図」を使って「比較する」ことは，身近な物の選び方，買い方を考える（必要な情

報を集め判断する）ための手段として有効であったか。
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５　指導計画（総時数５時間）

６　本　　時（３／５）

　⑴　目　標

　必要性を踏まえ，商品の品質や価格などの情報を活用し，目的に合った物の選び方を考えた

り，工夫したりすることができる。

　⑵　評価規準

　購入しようとする物の品質や価格などの情報を活用し，目的に合った物の選び方や買い方につ

いて考えたり，自分なりに工夫したりしている。　　　　　　　　　【生活を創意工夫する能力】

　⑶　指導に当たって

　「つかむ・見通す」過程では，物を選ぶ際の観点や選び方を想起させるために，前時の鉛筆買

い物模擬体験を振り返る。

　「調べる・確かめる」過程では，ノートを選ぶ観点（「値段，量（枚数と冊数，丈夫さ，デザ

イン）等）を決め，「比較する」思考スキルを用いて，３種類のノートの情報を集め整理する。

そして，買いたいノートを選び，その理由を発表し合う中で，自分の考えを高めていくことがで

きるようにする。

　「生活に生かす」過程では，本時の学習を振り返り，物の選び方の工夫について話し合うこと

で，自分や友達の気付きのよさを知り，お互いのよさを認め合い，次時の活動への意欲を高めさ

せることができるようにする。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　　 指導の手立て　　※評価
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